
が審議されました。

議会基本条例策定に向けた市民との意見交換会
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議
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陳
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議
員
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３
件
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議
案
審
査 

決
算
審
査
特
別
委
員
会
9
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
案
件
と
委
員
会
審
査
の
内
容
で
す
。

委
員
長

　近
藤 

一
美

　

当
委
員
会
は
会
期
中
の
９
月
６
日
、

７
日
、
10
日
の
３
日
間
、
延
べ
15
時
間

余
に
わ
た
り
、
全
委
員
出
席
の
も
と
、

副
市
長
、
会
計
管
理
者
及
び
各
部
課
長
、

局
長
、
次
長
、
室
長
、
係
長
の
出
席
を

求
め
、
平
成
29
年
度
の
決
算
書
、
成
果

説
明
書
、
不
用
額
説
明
書
等
に
よ
り
、

全
部
局
の
説
明
を
受
け
、
慎
重
に
審
査

を
行
っ
た
。

 

●
決
算
の
状
況　
　
　
　
　
　
　
　

            

　

平
成
29
年
度
会
計
別
決
算
状
況
は
別

表
の
と
お
り
。

 

●
決
算
に
対
す
る
主
な
意
見　
　
　

    

　

総
括
と
し
て
平
成
29
年
度
決
算
は
、

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
第
５
次
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
の
第
一
歩
と
し
て
、

未
来
を
創
造
す
る「
基も
と
い」予
算
と
名
付
け
、

市
長
が
自
ら
主
導
し
て
作
成
し
た
２
回

目
の
予
算
で
あ
る
が
、「
透
明
度
日
本
一

の
ま
ち
輝
く
Ｓ
Ｕ
Ｗ
Ａ
」
の
実
現
を
目

指
し
て
意
欲
的
に
取
り
組
み
、
決
算
は

適
正
に
処
理
さ
れ
、
成
果
を
上
げ
て
い

る
と
、
多
く
の
委
員
か
ら
評
価
さ
れ
た
。

１
．
具
体
的
評
価
に
つ
い
て

●
市
税
収
入
は
76
億
２
千
６
０
０
万
円

で
、　

対
予
算
・
前
年
と
も
に
上
回
っ

た
こ
と
。
ま
た
、
徴
収
率
が
８
年
連

続
で
向
上
し
た
こ
と
。

●
医
療
と
介
護
の
地
域
包
括
事
業
の
ラ

イ
フ
ド
ア
す
わ
の
設
置
、
成
年
後
見

支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
等
の
福
祉
政
策

を
推
進
し
た
こ
と
。

●
保
育
園
未
満
児
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設

置
し
た
こ
と
。

●
市
広
報
等
の
配
布
を
外
部
委
託
に
し
、

区
長
等
の
負
担
の
軽
減
が
図
れ
、
市

と
し
て
も
駐
在
員
手
当
と
し
て
支
出

し
て
い
た
金
額
が
削
減
で
き
た
こ
と
。

●
前
年
以
上
に
、国・県
の
地
方
交
付
金
、

補
助
金
、
助
成
金
等
の
確
保
に
努
め

実
績
を
上
げ
た
こ
と
。

●
新
し
い
財
源
の
確
保
と
し
て
、
ガ
バ

メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
よ
る
か
り
ん
ち
ゃ
ん
バ
ス
の
ラ
ッ

ピ
ン
グ
事
業
が
成
功
し
た
こ
と
等
。

２
．
指
摘
事
項
、
改
善
要
望
に
つ
い
て

●
一
般
会
計
の
不
用
額
が
９
億
８
千
万

円
と
前
年
度
よ
り
減
少
し
た
が
、
多

額
過
ぎ
な
い
か
。
せ
っ
か
く
予
算
化

し
て
も
不
用
率
１
０
０
％
の
事
業
も

あ
る
。
年
度
途
中
で
の
チ
ェ
ッ
ク
、

制
度
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

●
学
校
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
施
設
の

劣
化
対
策
が
急
務
で
あ
る
。

●
ふ
る
さ
と
寄
附
金
制
度
が
よ
り
厳
し

く
な
る
中
で
、
諏
訪
市
の
特
色
を
生

か
し
た
さ
ら
な
る
返
礼
品
の
発
掘
が

必
要
で
あ
る
。

●
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
、
交
付
金
に

つ
い
て
、
前
年
度
主
義
に
基
づ
く
の

で
は
な
く
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら
本
当

に
必
要
か
、
成
果
が
上
げ
ら
れ
て
い

る
か
検
証
し
て
か
ら
支
出
す
べ
き
。

●
タ
ク
シ
ー
券
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
、

補
助
金
額
、
回
数
券
枚
数
、
利
用
範

囲
等
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

●
異
常
な
暑
さ
対
策
の
た
め
、
保
育
園
、

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る

こ
と
。

●
老
朽
化
し
た
教
員
住
宅
、
市
営
住
宅

の
抜
本
的
な
検
討
が
急
務
（
昨
年
も

指
摘
あ
り
）。

●
市
役
所
行
政
の
伝
統
的
な
縦
割
り
組

織
で
は
、
非
効
率
な
面
が
出
て
き
て

い
る
。
さ
ら
な
る
部
局
の
横
の
連
携

強
化
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

紙
面
の
関
係
で
全
て
は
掲
載
で
き
な

い
が
、
数
多
く
の
指
摘
・
要
望
事
項
が

あ
り
、
次
年
度
に
向
け
て
、
検
討
改
善

を
求
め
た
。

決算審査の様子

平
成
29
年
度
決
算
関
係
議
案
10
件
を
認
定
・
可
決

特別委員会報告

2



会計別／区分 歳入総額　Ａ 歳出総額　Ｂ 歳入歳出差引額
Ｃ（Ａ－Ｂ）

翌年度に繰り越
すべき額　D

実質収支額
Ｅ（Ｃ－Ｄ）

一般会計 21,312,292,668 20,495,846,919 816,445,749 20,581,000 795,864,749

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 6,002,490,038 5,755,106,129 247,383,909 0 247,383,909
霧 ヶ峰リフト事業 42,910,176 42,910,176 0 0 0
奨 学 資 金 7,194,960 6,505,763 689,197 0 689,197
公設地方卸売市場事業 50,663,821 40,952,349 9,711,472 0 9,711,472
駐 車 場 事 業 18,864,050 16,813,075 2,050,975 0 2,050,975
後 期 高 齢 者 医 療 682,925,259 665,454,521 17,470,738 0 17,470,738

合　計 28,117,340,972 27,023,588,932 1,093,752,040 20,581,000 1,073,171,040

区　分 経理区分 決算額 収支差引

水道事業会計

収益的収支
（税抜）

収益 881,850,214 円 【純利益】
　124,287,185 円	費用 757,563,029 円

資本的収支
（税込）

収入 128,988,968 円 【収入額が支出額に対し不足する額】
　358,625,415 円支出 487,614,383 円

温泉事業会計

収益的収支
（税抜）

収益 389,451,785 円 【純利益】
　113,255,331 円	費用 276,196,454 円

資本的収支
（税込）

収入 15,033,560 円 【収入額が支出額に対し不足する額】
　144,564,646 円	支出 159,598,206 円

下水道事業会計

収益的収支
（税抜）

収益 2,149,482,893 円 【純利益】
　301,188,763 円	費用 1,848,294,130 円

資本的収支
（税込）

収入 305,519,403 円 【収入額が支出額に対し不足する額】
　1,074,828,148 円	 	支出 1,380,347,551 円

《平成 29 年度会計別決算一覧》

《水道・温泉及び下水道事業の決算状況》

※収益的収入	 料金収入や引き受けた工事の収益など	 	 	
　収益的支出	 人件費や物件費、減価償却費、借り入れた企業債（借金）の利息など	 	
　資本的収入	 事業を行うために借り入れる企業債など	 	 	
　資本的支出	 建設改良費や企業債の返済元金など	 	 	

（単位：円）

 
●
採
決
の
結
果　
　
　
　
　

  　
　
　

    
　

一
般
会
計
決
算
、
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
討
論
が
あ
り
、

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
認
定
さ
れ

た
。

　

他
５
つ
の
特
別
会
計
決
算
は
、
全
会

一
致
で
認
定
さ
れ
た
。

　

水
道
事
業
会
計
決
算
、
温
泉
事
業
会

計
決
算
、
下
水
道
事
業
会
計
決
算
に
つ

い
て
は
、
全
会
一
致
で
可
決
及
び
認
定

さ
れ
た
。

（
個
別
の
案
件
・
審
議
結
果
に
つ
い
て
は

15
ペ
ー
ジ
に
記
載
）

どうして決算審査は
９月に行われるの？

　市役所の会計年度は４月１日から３月31日までで
すが、３月31日までに確定できない収入等があるた
め、翌年度の５月31日まで出納整理期間を設けてい
ます。期間終了後、具体的な数字が確定したところ
で監査を行うので、6月定例会では審査が間に合い
ません。そのため、決算審査は９月に行われるのです。

3 すわ市議会だより　H30.11.1



議
案
審
査 

総
務
産
業
委
員
会

9
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
案
件
と
委
員
会
審
査
の
内
容
で
す
。

副
委
員
長

　井
上

　登

◎
議
案
第
54
号　

平
成
30
年
度
諏
訪
市

　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

 

●
議
案
の
内
容　
　
　
　
　
　
　
　

            

　

今
回
の
補
正
額
４
億
36
万
３
千
円
の

増
額
で
、
累
計
額
２
０
１
億
３
千
１
２

５
万
２
千
円
と
な
る
。
総
務
費
は
財
政

調
整
基
金
積
立
金
に
１
千
万
円
、
駅
前

公
共
ス
ペ
ー
ス
整
備
事
業
費
に
３
億
８

千
８
５
０
万
４
千
円
を
計
上
。

 

●
主
な
質
疑　
　
　
　
　
　
　
　

            
		

駅
前
公
共
ス
ペ
ー
ス
整
備
事
業
費

に
つ
い
て
、
総
額
と
し
て
想
定
で
き
る

交
付
金
の
額
は
。

		

内
示
率
を
１
０
０
％
と
し
た
場
合

に
は
約
６
億
８
千
万
円
の
国
庫
支
出
金

を
見
込
ん
で
い
る
。

		

市
の
財
政
指
標
に
影
響
は
な
い
の
か
。

		

約
18
億
円
の
事
業
に
対
し
、
一
般

財
源
は
今
の
と
こ
ろ
４
億
円
以
内
に
収

ま
る
の
で
、
市
と
し
て
は
何
と
か
や
っ

て
い
け
る
。

駅
前
公
共
ス
ペ
ー
ス

　
　

  

整
備
事
業
費
補
正
提
出

 

●
採
決
の
結
果　
　
　
　
　
　
　
　

            

　

全
会
一
致
可
決
。

◎
議
案
第
50
号　

財
産
の
譲
与
に
つ
い
て

 

●
議
案
の
内
容　
　
　
　
　
　
　
　

            

　

諏
訪
市
の
普
通
財
産
で
あ
る
北
真
志

野
区
の
公
民
館
用
地
を
、
平
成
30
年
７

月
２
日
付
け
で
認
可
地
縁
団
体
と
な
っ

た
同
区
に
対
し
譲
与
（
無
償
譲
渡
）
す

る
も
の
。
こ
れ
は
昭
和
40
年
、
北
真
志

野
区
か
ら
本
市
へ
寄
附
さ
れ
た
土
地
で

あ
る
が
、
平
成
17
年
に
市
と
北
真
志
野

区
で
無
償
賃
貸
契
約
を
締
結
し
、
そ
の

際
、
将
来
的
に
区
が
認
可
地
緑
団
体
と

な
っ
た
場
合
、
市
は
本
件
土
地
を
区
へ

譲
渡
す
る
こ
と
で
合
意
し
て
い
た
。

 

●
主
な
質
疑　
　
　
　
　
　
　
　

            
		

固
定
資
産
の
支
払
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

		

諏
訪
市
名
義
の
土
地
で
あ
り
公
民

館
敷
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
課
税
さ
れ
て
い
な
い
。

		

市
名
義
の
土
地
を
地
区
へ
貸
し
て

い
る
ケ
ー
ス
は
他
に
あ
る
か
。

　　   諏訪市の地酒による地域振興・乾杯条例を可決！

　 ◎議員議案第４号　諏訪市の地酒による
　　 地域振興・乾杯条例を定めるについて　

●議案の概要
　この条例は、昨年の 3月定例会で諏訪商工会議所から提出され
た陳情の採択を受けて、総務産業委員会において制定に向けた検
討を行ってきたもので、議員議案として今定例会に提出したもの
です。
　地酒の普及促進及び地酒による地域振興に関する基
本理念と、市、市議会及び事業者等の取り組みを定め
ることにより、市内の酒造業その他関連産業の振興を
図り、もって地域の活性化に寄与することを目的として
います。
　条例は、前文と７箇条からなる条文で構成され、地
酒の定義については「市内の事業者等が製造する日本
酒その他の地酒」とし、地酒で乾杯することで市の新
たな地域振興を図ることを明記しました。

		

公
民
館
の
敷
地
と
し
て
16
の
区
へ

無
償
貸
付
を
し
て
い
る
。

 

●
採
決
の
結
果　
　
　
　
　
　
　
　

            

　

全
会
一
致
可
決
。

常任委員会報告

4



◎
議
案
第
56
号　

平
成
30
年
度
諏
訪
市

　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

 

●
議
案
の
内
容　
　
　
　
　
　
　
　

            

　

保
育
園
及
び
小
中
学
校
へ
空
調
設
備

を
設
置
す
る
た
め
に
、
設
置
の
際
に
必

要
と
な
る
配
管
や
受
変
電
設
備
等
の
設

計
に
要
す
る
経
費
と
し
て
、
保
育
所
費

に
1
千
万
円
、
小
学
校
費
及
び
中
学
校

費
の
学
校
管
理
費
に
1
千
6
7
0
万
円

が
計
上
さ
れ
た
。
地
方
交
付
税
を
も
っ

て
措
置
さ
れ
る
も
の
。（
多
く
の
要
望
に

よ
り
、
早
期
実
現
の
た
め
最
終
日
に
追

加
議
案
と
し
て
上
程
さ
れ
た
）

 

●
主
な
質
疑　
　
　
　
　
　
　
　

            
		

エ
ア
コ
ン
未
設
置
の
教
室
の
数
は
。

		

保
育
園
は
計
92
室
、
小
中
学
校
に

つ
い
て
は
計
２
０
６
室
で
積
算
し
た
。

		

各
部
屋
の
エ
ア
コ
ン
の
金
額
単
価
は
。

		

保
育
園
の
各
部
屋
の
エ
ア
コ
ン
は
、

部
屋
の
大
き
さ
等
に
も
よ
る
が
、
60
万

議
案
審
査 

社
会
文
教
委
員
会

9
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
案
件
と
委
員
会
審
査
の
内
容
で
す
。

委
員
長

　森
山 

博
美

市
内
保
育
園
・
小
中
学
校
の

　

 

全
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置
へ

  

議
員
議
案　

2
件
の
意
見
書
を　
　

　
　

関
係
行
政
庁
に
提
出
し
ま
し
た

円
程
度
。
小
学
校
は
、
一
部
屋
お
お
む

ね
２
０
０
万
円
程
度
。

		

国
・
県
の
補
助
金
は
い
つ
頃
を
想

定
し
て
い
る
か
。

		

保
育
園
に
関
し
て
は
既
に
保
育
所

経
費
が
一
般
財
源
化
さ
れ
て
い
る
が
、

引
き
続
き
情
報
収
集
に
努
め
る
。
小
中

学
校
に
つ
い
て
は
、
も
し
年
内
に
国
等

の
方
向
性
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
交
付
申

請
を
進
め
る
こ
と
も
可
能
。
ま
だ
国
の

情
報
は
な
い
の
で
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し

て
い
く
。

 

●
採
決
の
結
果　
　
　
　
　
　
　
　

            

　

全
会
一
致
可
決
。

◎
議
案
第
48
号　

諏
訪
市
家
庭
的
保
育　

事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

 

●
議
案
の
内
容　
　
　
　
　
　
　
　

            

　

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
が
公
布
・
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
関
係
条
例
の
一
部
に
所
要
の
改
正

が
行
わ
れ
る
も
の
。
内
容
は
、
代
替
保

育
に
係
る
連
携
施
設
の
確
保
義
務
の
緩

和
、
自
園
調
理
の
原
則
に
係
る
適
用
猶

予
の
期
間
の
延
長
、
食
事
の
提
供
の
特

例
に
係
る
外
部
搬
入
の
容
認
範
囲
の
拡

大
な
ど
。

 

●
主
な
質
疑　
　
　
　
　
　
　
　

            
		

諏
訪
市
内
で
該
当
す
る
施
設
は
。

		

赤
十
字
病
院
内
の
「
き
ら
り
」
の

み
が
該
当
す
る
が
、
こ
れ
は
改
正
前
の

条
例
に
基
づ
き
認
可
し
て
い
る
の
で
、

今
回
の
改
正
に
よ
る
影
響
は
な
い
。

		

規
制
緩
和
は
、
保
育
の
質
を
落
と

す
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
。

		

認
可
を
す
る
立
場
と
し
て
、
質
を

落
と
さ
な
い
よ
う
し
っ
か
り
判
断
し
て

い
く
。
そ
の
一
方
で
、
基
準
が
一
部
合

わ
な
い
た
め
に
、
家
庭
的
保
育
事
業
が

で
き
な
く
な
る
よ
う
な
こ
と
は
避
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

●
討
論   　
　
　
　
　
　
　
　

                    

　

規
制
緩
和
に
よ
り
、
保
育
の
質

が
落
ち
る
。

		

省
令
で
定
め
ら
れ
施
行
さ
れ
て

い
る
上
、
市
が
適
正
に
監
督
す
る
た
め

問
題
は
な
い
。

 

●
採
決
の
結
果　
　
　
　
　
　
　
　

            

　

賛
成
多
数
で
可
決
。

　
○
国
に
対
す
る
私
立
高
校
へ
の
公
費
助　

成
に
関
す
る
意
見
書

○
長
野
県
に
対
す
る
私
立
高
校
へ
の
公
費

助
成
に
関
す
る
意
見
書

　

私
立
高
校
は
独
自
の
建
学
の
精
神
に
基

づ
き
、個
々
の
生
徒
の
個
性
を
育
む
こ
と
で
、

学
習
、
地
域
貢
献
等
大
き
な
成
果
を
上
げ

て
い
る
。
し
か
し
生
徒
減
少
期
の
現
在
、
そ

の
経
営
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
私

学
に
通
う
生
徒
に
も
「
就
学
支
援
金
」
が

支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
い
ま
だ
学

費
負
担
は
深
刻
な
状
況
で
あ
り
、
経
済
的

理
由
で
子
ど
も
の
夢
を
あ
き
ら
め
さ
せ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
私
立
高
校
へ
の
就
学
支
援

金
制
度
の
拡
充
並
び
に
経
常
費
補
助
の
増

額
を
国
及
び
県
に
求
め
る
も
の
。

常任委員会報告
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創生すわ

牛山 智明

未来のすわ

吉澤 美樹郎

●
消
防
団
員
確
保
は
ど
う
す
る
？

　

本
年
５
月
、
市
議
会
議
員
と
消
防
団

幹
部
と
で
団
員
確
保
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
を
実
施
し
た
。
こ
の
中
で
出
さ
れ

た
意
見
を
抜
粋
し
、
質
問
し
た
。

		

市
職
員
は
消
防
団
に
入
団
す
べ
き

で
は
。
採
用
条
件
に
す
る
の
は
ど
う
か
。

		

地
域
に
根
付
い
た
人
材
と
し
て
、
機

会
を
と
ら
え
て
職
員
に
消
防
団
入
団
を

勧
奨
し
て
い
く
。
ま
た
採
用
条
件
に
つ
い

て
は
、
公
平
・
公
正
な
選
考
、
就
職
差
別

に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
難
し
い
。

		

団
員
へ
の
住
民
税
の
減
免
措
置
に

よ
る
経
済
的
支
援
は
。

		

税
制
度
は
、
担
税
力
に
着
目
し
実

施
さ
れ
る
も
の
で
、
各
人
の
立
場
等
に

よ
り
減
免
を
行
う
こ
と
は
、「
公
平
」
の

原
則
か
ら
妥
当
で
な
く
、
地
方
税
法
の

規
定
に
即
し
て
い
な
い
。

			

団
員
家
族
へ
の
支
援
は
。

		

家
族
へ
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き

る
の
か
、
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
含
め
、
継

続
し
て
検
討
し
て
い
く
。

		

条
例
な
ど
で
義
務
化
、
入
団
促
進

を
図
る
こ
と
は
。

		
ど
う
い
う
形
で
あ
れ
、
全
市
民
対

象
に
加
入
を
義
務
化
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
市
民
の
理
解
を
い
た
だ
く
こ
と
は

大
変
難
し
い
と
考
え
る
。

●
教
育
・
健
康
福
祉
に
つ
い
て

		

保
育
園
・
小
中
学
校
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
倒
壊
に
関
す
る
点
検
指
示
は
。

		

基
準
の
塀
の
高
さ
、
厚
さ
、
基
礎
、

控
え
壁
の
有
無
、
健
全
か
ど
う
か
に
つ

い
て
、
即
日
点
検
を
実
施
し
た
が
、
直

ち
に
倒
壊
す
る
塀
は
な
か
っ
た
。

		

公
立
保
育
園
・
小
中
学
校
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
は
。
費
用
や
時
期
は
。

		

保
育
園
に
つ
い
て
は
、
３
歳
未
満

児
室
を
重
点
に
35
室
に
設
置
済
み
。
新

規
設
置
の
費
用
は
約
２
億
円
で
、
低
年

齢
層
、
風
が
入
ら
な
い
箇
所
を
優
先
す

る
。
小
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
パ
ソ
コ

ン
教
室
以
外
は
全
て
未
設
置
。
新
規
設

置
の
費
用
は
、
約
６
億
円
。
設
置
時
期

は
保
育
園
・
小
中
学
校
と
も
国
・
県
の

動
向
を
注
視
し
対
応
す
る
。

		

18
歳
成
人
に
向
け
て
成
人
式
は
ど

の
よ
う
に
行
う
の
か
。

		

成
人
式
は
、
例
年
約
４
０
０
名
出

席
。
２
０
２
２
年
に
３
学
年
同
時
に
開

催
す
る
の
は
、
収
容
人
数
か
ら
難
し
い
。

ま
た
１
月
開
催
の
た
め
、
セ
ン
タ
ー
試

験
な
ど
重
要
な
時
期
で
も
あ
り
難
し
い
。

開
催
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
の
情
報
や

県
下
、
近
隣
市
町
村
の
動
向
を
見
極
め

慎
重
に
判
断
し
た
い
。

●
駅
前
開
発
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

			

現
在
の
進
捗
状
況
は
。

		

商
業
棟
「
ア
ー
ク
諏
訪
」
の
工
事

進
捗
率
は
、
８
月
末
現
在
で
約
45.2
％
。

立
体
駐
車
場
は
20
％
。
平
成
31
年
２
月

に
竣
工
予
定
。

			

公
共
ス
ペ
ー
ス
の
名
称
は
。

		

69
作
品
の
応
募
か
ら
６
作
品
を
選

考
。
市
民
の
投
票
と
運
営
委
員
会
の
意

見
を
参
考
に
「
諏
訪
市
駅
前
交
流
テ
ラ

ス　

す
わ
っ
チ
ャ
オ
」
に
決
定
し
た
。

			「
す
わ
っ
チ
ャ
オ
」の
管
理
運
営
は
。

		

当
面
は
市
が
直
営
で
行
い
、
そ
の

後
は
指
定
管
理
あ
る
い
は
民
間
委
託
な

ど
、
研
究
を
進
め
る
。

●
霧
个
峰
廃
屋
の
状
況
に
つ
い
て

			

旧
信
濃
山
荘
解
体
時
期
は
。

		

２
０
１
９
年
の
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
着
手
す
る
。

●
防
災
、
減
災
へ
の
取
り
組
み
は
？

		

本
年
度
の
総
合
防
災
訓
練
の
概
要

を
伺
い
た
い
。
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南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ
り
、
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
た
と
の
想
定
の
も
と
、

城
南
小
学
校
を
主
会
場
に
１
０
１
団
体
、

１
万
１
千
６
３
０
人
が
参
加
し
行
わ
れ

た
。
災
害
時
の
基
本
行
動
の
確
認
は
も

と
よ
り
、
本
年
は
小
学
生
も
参
加
し
、

幅
広
い
市
民
の
防
災
意
識
高
揚
を
促
し

た
。		

訓
練
を
通
し
、
市
民
の
防
災
意
識

に
変
化
は
見
ら
れ
た
の
か
。

		

参
加
者
か
ら
は
、
新
た
な
発
見
が

あ
っ
た
、
役
に
立
っ
た
等
の
声
を
聞
い

た
。
今
後
も
日
頃
か
ら
の
備
え
や
避
難

時
の
心
得
な
ど
、
情
報
発
信
に
努
め
た

い
。		

災
害
は
突
然
起
こ
る
も
の
。
生
徒

が
通
学
中
に
被
災
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。
学
校
単
位
な
ど
個
々
の
組
織
で

は
対
応
に
困
難
が
予
想
さ
れ
、
地
域
や

企
業
等
と
の
連
携
が
必
要
と
な
る
が
、

取
り
組
み
の
状
況
は
。

		

一
部
小
学
校
で
は
、
訓
練
を
通
し

て
地
域
と
の
連
携
を
始
め
て
い
る
。
ま

た
発
災
時
に
は
近
く
の
安
全
な
施
設
、

地
区
公
民
館
や
企
業
な
ど
に
助
け
を
求

め
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。
地
区
と

企
業
の
連
携
に
つ
い
て
も
必
要
に
応
じ

て
協
力
し
て
い
き
た
い
。

		

災
害
時
に
発
令
さ
れ
る
避
難
に
関

す
る
情
報
の
種
類
と
、
取
る
べ
き
行
動

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

		
水
害
に
つ
い
て
は
危
険
度
が
増
す
に

従
い
「
避
難
準
備・高
齢
者
等
避
難
開
始
」

「
避
難
勧
告
」「
避
難
指
示
」
の
情
報
が

発
令
さ
れ
る
。
対
処
に
つ
い
て
は
最
大
限

に
危
機
が
迫
っ
た
「
避
難
指
示
」
の
段
階

で
避
難
が
完
了
し
て
い
な
く
て
は
な
ら

ず
、
ち
ゅ
う
ち
ょ
せ
ず
に
自
主
的
な
早
め

の
避
難
を
心
が
け
て
ほ
し
い
。

		

広
域
避
難
所
の
運
営
は
ど
こ
が
担

う
の
か
。
組
織
、
役
割
分
担
な
ど
、
運

営
の
方
法
、
計
画
等
に
つ
い
て
は
。

		

広
域
避
難
所
の
開
設
は
市
の
職
員

が
対
応
す
る
が
、
人
員
に
は
限
り
が
あ

り
、
自
主
防
災
組
織
の
方
々
、
避
難
を

さ
れ
た
方
々
に
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
運
営
に
取
り
組
ま
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
自
助
、共
助
、公
助
が
一
体
と
な
り
、

適
切
に
役
割
分
担
す
る
こ
と
が
重
要
と

な
る
。		

困
難
な
時
に
負
担
を
担
っ
て
い

た
だ
く
の
で
、
市
民
へ
の
丁
寧
な
説
明

を
お
願
い
し
た
い
。

●
新
子
ど
も
子
育
て
支
援
制
度
の
も
と

今
後
諏
訪
市
に
お
け
る
あ
り
方
を
ど
う

考
え
て
い
る
か

		

市
の
保
育
所
の
あ
り
方
を
専
門
委

員
会
へ
諮
問
し
た
が
、
市
長
の
考
え
は
。

		

公
立
保
育
所
は
民
間
と
は
違
う
果

た
す
べ
き
役
割
が
あ
り
、
中
期
的
ニ
ー

ズ
、
量
と
質
の
確
保
等
専
門
的
見
地
で

の
意
見
を
伺
う
機
会
を
設
け
た
。

		

多
岐
に
わ
た
っ
た
答
申
の
内
容
は
。

		
視
察
、
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、

委
員
会
な
ど
、
意
見
交
換
し
、
子
育
て

の
拠
点
と
し
て
、
幼
児
教
育
、
保
育
に

望
ま
し
い
施
設
規
模
、
配
置
、
民
間
活

力
の
活
用
（
認
定
こ
ど
も
園
も
含
め
る
）

に
対
す
る
考
え
方
を
示
し
た
。

		

公
立
保
育
園
の
利
用
率
と
現
状
、

今
後
の
見
通
し
は
。

		

定
員
に
対
し
て
利
用
率
72.8
％
。
３

歳
未
満
児
は
前
年
よ
り
30
％
以
上
増
。

今
後
、
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
の

制
度
に
よ
り
未
満
児
需
要
が
増
え
る
見

込
み
。
１
園
30
名
を
基
準
と
し
て
考
え

る
。			

保
育
士
の
充
足
は
。

		

国
の
基
準
に
よ
り
配
置
し
て
い
る

が
、
正
規
・
非
正
規
は
半
々
。
確
保
は

非
常
に
困
難
。

●
第
７
期
の
介
護
制
度
の
改
定
の
中
で
、

今
ま
で
の
対
応
と
今
後
の
展
望
は

		

新
た
な
市
町
村
単
位
で
の
事
業
が

開
始
さ
れ
た
が
。

避難所、応急危険度判定の様子

園庭で遊ぶ子どもたち
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行政視察報告

　今回の行政視察は、駅橋上化をテーマに上記３市の

駅の視察及び防災センター、陸上自衛隊の駐屯地を視

察しました。それぞれの経緯や、橋上化の取り組み、

特徴や費用、補助金の状況、課題等を視察しました。

　橋上化については、街づくりとの関係、ＪＲと行政

の協力や、独自のコンセプトなどそれぞれの特徴が見

られましたが、大きな計画であり、目的、必要性、効果、

将来像、財政など総合的な視点が大事であります。

　防災センターは、実際に地震などの体験ができる施

設で、実践的であり役に立つもので参考となりました。

諏訪地方にも欲しい施設であると感じます。

　自衛隊駐屯地はなかなか見る機会はないので参考に

なりましたが、広大な敷地、装備の中で、災害出動の

様子や機材の見学だけでなく全体像を把握することも

必要であると感じました。（文・副委員長　井上　登）

　上山市では、ドイツの「気候性地形療法」を基本と
した「クアオルト健康ウォーキング」を行っています。
そのウォーキングの専任ガイドは、退職後の男性が多
く認定されています。栄養面では、旬産旬消で健康に
配慮した食である「クアオルト膳」を提供しており、
市と民間とが協力し、成功しています。
　米沢市は上杉藩の城下町として栄え、道徳教育に力を
入れている市です。昭和 56 年から郷土資料を作成し、
指導展開例を加え、道徳郷土資料集『ふるさと米沢の心』
を発刊しました。市内全児童生徒に配布し、上杉鷹山公
をはじめとする郷土の先人たちの教えや偉業を伝え、誇
りと尊敬の念を共有しています。これは他の地域から移
住してきた方にも「米沢」を理解しやすい資料になって
おり、住民の郷土愛を育んでいるようです。諏訪市でも
取り入れるべく、議会として提案していきます。
　小山市絹義務教育学校は、少子化の影響で、３小学
校と１中学校を統合した学校です。異学年編成の教育・
体験活動の充実が図られています。

（文・委員長　森山　博美）

・山形県上山市　 上山型温泉クアオルト事業の概要
・山形県米沢市　道徳教育の概要
・栃木県小山市　絹義務教育学校の概要

・長野県塩尻市　　広丘駅橋上化の経緯や概要
・北海道岩見沢市　岩見沢駅橋上化の経緯や概要
・北海道札幌市　　苗穂駅橋上化の経緯や概要
・札幌市防災センター
・千歳市陸上自衛隊東千歳駐屯地

岩見沢駅を見学 職員の説明を聞き熱心にメモをとる議員

		

受
け
皿
が
増
え
た
。
新
た
な
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
は
73
名
。
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
の
導
入
で
速
や
か
に
支
援
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

		

医
療
と
介
護
の
連
携
、
ま
た
予
防

も
含
め
た
包
括
支
援
を
行
う
新
た
な
事

業
体
で
あ
る
ラ
イ
フ
ド
ア
す
わ
は
、
設

立
よ
り
1
年
に
な
る
が
、
ど
ん
な
活
動

を
し
て
い
る
の
か
。

		

多
職
種
間
の
連
携
（
相
互
理
解
）・

情
報
の
共
有
に
よ
り
、
円
滑
な
連
携
を

図
る
。
看
護
職
連
携
研
修
、
多
職
種
間

の
意
見
交
換
会
、
医
療
要
覧
へ
介
護
事

業
所
の
マ
ッ
プ
の
掲
載
、
介
護
予
防
サ

ロ
ン
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

（
支
援
）
の
立
ち
上
げ
等
。

		

様
々
な
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る

が
、
具
体
的
に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら

の
相
談
、
困
っ
て
い
る
家
族
へ
の
対
応

は
な
さ
れ
た
か
ど
う
か
。

		

多
職
種
間
研
修
、
セ
ミ
ナ
ー
に
よ

る
対
応
力
の
向
上
や
、
顔
の
見
え
る
関

係
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
関
係
機
関
が

連
絡
を
取
り
や
す
く
な
り
、
少
し
ず
つ

医
療
と
介
護
の
連
携
が
進
ん
で
い
る
。

総務産業委員会行政視察報告　
平成 30 年６月 25 日 ( 月 ) ～６月 27( 水 )

社会文教委員会行政視察報告
平成 30 年７月３日（火）～７月５日（木）
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奥野　清

近藤 一美

未来創造 ゆめスクールプラン

開始前から見物客でいっぱいの会場

●
市
内
小
中
学
校
の
再
編
・
道
徳
教
育

の
取
り
組
み

		

お
お
む
ね
30
年
先
を
見
据
え
て
の

基
本
構
想
「
未
来
創
造
ゆ
め
ス
ク
ー
ル

プ
ラ
ン
」
が
策
定
・
公
表
さ
れ
た
が
、

こ
の
基
本
構
想
に
は
義
務
教
育
学
校（
小

中
学
校
9
年
過
程
）
を
市
内
3
校
と
す

る
再
編
構
想
が
示
さ
れ
て
い
る
。
基
本

構
想
に
基
づ
く
計
画
の
策
定
時
期
は
。

		

基
本
計
画
策
定
時
期
に
つ
い
て
は
、

９
月
18
日
開
催
の
総
合
教
育
会
議
で
公

表
す
る
。

		

道
徳
教
育
へ
の
取
り
組
み
の
現
状

と
そ
の
効
果
、
課
題
は
。

		

徳
目
主
義
的
（
忠
・
考
・
仁
・
義
）

教
育
か
ら
事
象
や
テ
ー
マ
を
も
と
に
し

た
教
育
や
、
日
常
生
活
の
中
で
道
徳
的

実
践
力
を
重
視
し
た
教
育
を
目
指
し
て

い
る
。課
題
は
多
岐
に
わ
た
り
存
在
す
る
。

効
果
に
つ
い
て
も
、
一
言
で
表
現
す
る

の
は
難
し
い
が
、
人
の
尊
厳
や
社
会
規

範
を
理
解
す
る
こ
と
を
常
に
目
標
と
し

て
い
る
。

●
ご
み
有
料
化
に
つ
い
て
諮
問
		

一
般
家
庭
系
ご
み
の
有
料
化
の
導

入
に
つ
い
て
審
議
会
に
諮
問
し
た
と
の

こ
と
だ
が
、
会
議
状
況
と
諮
問
時
期
は
。

		

８
月
の
第
２
回
審
議
会
に
お
い
て
、

有
料
化
の
可
否
を
図
っ
た
と
こ
ろ
、
全

委
員
が
導
入
意
向
で
あ
っ
た
。
今
後
さ

ら
に
議
論
し
、
来
年
６
月
に
答
申
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

●
小
中
学
生
か
り
ん
ち
ゃ
ん
バ
ス
無
料

乗
車
券
配
布

		

市
内
小
中
学
生
対
象
に
無
料
乗
車

券
が
７
月
21
日
か
ら
８
月
末
ま
で
の
期

間
限
定
で
配
布
さ
れ
た
が
、
そ
の
目
的

と
利
用
状
況
及
び
予
算
は
。

		

昨
年
10
月
に
続
き
今
回
２
回
目
の

実
施
で
、
目
的
は
バ
ス
利
用
の
拡
大
と

体
験
。
最
終
利
用
状
況
は
集
計
中
だ
が
、

約
４
０
０
人
の
利
用
を
想
定
し
、
予
算

は
11
万
５
千
円
。

●
諏
訪
湖
湖
上
花
火
大
会
総
括
に
つ
い
て

		

昭
和
24
年
の
第
１
回
大
会
か
ら
、

戦
後
の
日
本
の
復
興
・
発
展
と
と
も
に

歩
ん
で
き
た
こ
と
を
称
賛
す
る
。
予
算

も
２
億
円
を
超
え
、
４
万
３
千
発
の
花

火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
が
今
年
の
総
括

は
。		

第
70
回
記
念
大
会
と
し
て
、
新
し
い

企
画
、
趣
向
を
随
所
に
取
り
入
れ
、
多

く
の
方
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
た
。ま
た
、

協
賛
金
も
過
去
最
高
額
で
あ
っ
た
。

		

来
年
度
（
71
回
）
以
降
に
対
す
る

考
え
は
。

		

諏
訪
湖
花
火
大
会
な
ら
で
は
の
魅

力
を
さ
ら
に
高
め
ら
れ
る
よ
う
実
行
委

員
会
で
検
討
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

		

時
代
の
流
れ
と
し
て
、
花
火
と

音
楽
と
の
融
合
、花
火
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ

ン
化
、テ
ー
マ
性
重
視
等
、官
民
協
力
し
、

よ
り
評
価
を
高
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
民
生
児
童
委
員
の
実
態
と
役
割
に
つ

い
て

			

民
生
児
童
委
員
と
は
。

		

民
生
委
員
法
に
基
づ
き
、
厚
生
労

働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
地

方
公
務
員
で
あ
る
。
給
与
支
給
は
な
く
、

無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
り
、
交

通
費
・
通
信
費
等
で
年
間
５
万
９
千
円

支
給
さ
れ
て
い
る
。
現
在
１
２
０
名（
地

域
担
当
の
民
生
委
員
１
０
４
名
、
主
任

児
童
委
員
16
名
）
の
方
が
委
嘱
さ
れ
て

い
る
。
任
期
は
３
年
で
、
本
市
で
は
欠

員
は
な
い
。

		

地
域
の
支
え
合
い
活
動
の
中
で
の

位
置
付
け
、
役
割
は
。
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地
区
社
協
・
区
・
老
人
ク
ラ
ブ
・

消
防
団
等
各
種
団
体
と
連
携
し
、
地
域

の
多
様
な
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

体
制
づ
く
り
を
推
進
し
、
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。

●
図
書
館
の
新
し
い
利
用
方
法
に
つ
い
て

			

図
書
館
つ
か
い
こ
な
し
講
座
の
目
的
は
。

		

た
だ
本
を
借
り
ら
れ
る
だ
け
で
な

く
、「
人
と
本
を
繋
ぐ
架
け
橋
」
を
目
指

し
開
催
し
て
い
る
。
受
講
修
了
者
に
は
、

「
Ｍ
Ｙ
図
書
館
」
と
し
て
育
て
て
い
た
だ

く
こ
と
を
期
待
し
て
マ
イ
ス
タ
ー
認
定

書
を
発
行
し
た
。

●
急
増
す
る
熱
中
症
へ
具
体
的
な
対
応
策
を

		

急
増
す
る
熱
中
症
に
対
す
る
市
民

へ
の
対
策
等
の
周
知
方
法
と
、
具
体
的

な
対
応
策
は
。

		

全
庁
的
に
各
課
で
対
応
し
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
熱
中
症
対
策
を
市
民

へ
周
知
し
た
り
、
高
齢
者
に
は
民
生
委

員
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
自
宅
訪
問
を

し
て
声
か
け
や
見
守
り
を
し
て
い
る
。

保
育
園
で
は
未
満
児
室
に
エ
ア
コ
ン
を

水野 政利

井上　登

完
備
し
、
扇
風
機
の
増
設
、
日
よ
け
ネ
ッ

ト
な
ど
で
暑
さ
対
策
を
実
施
。
今
後
は

他
の
保
育
室
に
も
エ
ア
コ
ン
設
置
を
検

討
中
。
ま
た
、主
要
体
育
施
設
に
は
「
暑

さ
指
数
測
定
計
」
を
設
置
し
対
応
し
て

い
る
。

		

高
齢
者
が
集
う
市
の
公
共
施
設
の

冷
房
設
備
設
置
の
取
り
組
み
は
。	

		

中
洲
の
と
ち
の
木
ひ
ろ
ば
、
西
山

の
里
な
か
よ
し
広
場
と
４
条
例
館
（
豊

田
・
四
賀
・
中
洲
・
湖
南
公
民
館
）
は

エ
ア
コ
ン
の
設
置
が
な
い
が
、
今
後
検

討
が
必
要
。

●
不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援
を

		

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通
う
不
登
校
児

童
・
生
徒
を
出
席
扱
い
と
す
る
考
え
は
。

		

子
ど
も
の
成
長
を
促
す
指
導
方
法

や
内
容
が
準
備
さ
れ
、
状
況
に
応
じ
た

適
切
な
相
談
等
が
確
認
で
き
れ
ば
、
出

席
扱
い
も
考
え
ら
れ
る
。

熱中症・最多出動の救急車

		

不
登
校
児
童
・
生
徒
を
な
く
す
た
め
、

相
談
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た
め
の
「
公

民
協
働
の
協
議
会
」
の
設
置
へ
の
所
見
は
。

		

現
在
、
各
民
間
団
体
と
の
連
携
の

機
会
を
設
け
て
、
情
報
や
意
見
交
換
を

し
て
い
る
。
公
民
協
働
の
協
議
会
設
置

を
見
据
え
て
、
積
極
的
に
協
議
に
取
り

組
み
た
い
。

●
「
社
会
貢
献
型
投
資
」
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

イ
ン
パ
ク
ト
・
ボ
ン
ド
（
S
I
B
）

の
採
用
を

			

市
が
採
用
す
る
可
能
性
は
。

		

S
I
B
と
は
、
行
政
が
企
業
や

N
P
O
と
契
約
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
仕
組
み
。
事
業
費
は
民
間
の
資
金

提
供
者
が
事
前
に
提
供
し
、
サ
ー
ビ
ス

の
成
果
が
目
標
を
達
成
し
た
場
合
、
行

政
が
委
託
料
を
資
金
提
供
者
に
払
う
。

官
民
連
携
の
手
法
と
し
て
、
研
究
す
る

価
値
は
あ
る
。

●
命
を
守
る
、
猛
暑
・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
対
策

		

厚
労
省
は
、
生
活
保
護
の
一
時
扶

助
で
ク
ー
ラ
ー
の
購
入
を
認
め
る
通
知

を
出
し
て
い
る
が
、
市
の
対
応
は
。

		

７
月
１
日
か
ら
被
保
護
世
帯
で
熱

中
症
予
防
が
必
要
と
さ
れ
る
人
が
冷
房

器
具
を
保
有
し
て
い
な
い
場
合
、
５
万

円
の
範
囲
内
で
支
給
で
き
る
こ
と
と

な
っ
た
。

		

保
育
園
・
学
校
に
つ
い
て
、
政

府
も
エ
ア
コ
ン
設
置
に
乗
り
出
し
、
県

下
で
も
全
室
に
設
置
予
定
の
自
治
体
が

広
が
っ
て
い
る
。
本
市
で
の
実
現
を
要

望
す
る
。

		

大
阪
の
女
子
児
童
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

倒
壊
に
よ
る
犠
牲
事
故
を
う
け
て
、
自

治
体
で
は
新
た
な
補
助
制
度
を
創
設
す

る
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
が
、
本
市
の

考
え
は
。

		

本
市
と
し
て
は
、「
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
金
」
の
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
と
し

て
一
般
住
宅
等
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去

等
も
加
え
る
方
針
。

●
い
じ
め
の
把
握
漏
れ
は
な
い
か

		

総
務
省
は
、
い
じ
め
に
該
当
す
る

と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
単
な
る
ト
ラ
ブ

ル
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ

る
と
し
て
、
い
じ
め
の
把
握
漏
れ
に
つ

い
て
文
科
省
に
改
善
を
勧
告
し
た
が
、

本
市
の
状
況
は
。

		

市
内
小
中
学
校
の
い
じ
め
認
知
件
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小林 佐敏

旧後山分校

数
は
、
平
成
29
年
度
で
17
件
。
こ
こ
数

年
減
っ
て
き
て
い
る
。
把
握
漏
れ
は
本

市
で
は
な
い
。
許
さ
な
い
と
い
う
姿
勢

を
持
ち
、
チ
ー
ム
で
対
応
し
て
い
る
。

●
旧
後
山
分
校
の
行
方

		

映
画
、
ド
ラ
マ
、
Ｃ
Ｍ
の
撮
影
に

使
わ
れ
て
き
た
分
校
を
今
取
り
壊
す
の

は
惜
し
い
と
い
う
声
が
あ
る
が
。

		

維
持
管
理
が
難
し
く
、
耐
震
施
設

で
は
な
い
の
で
、
今
年
度
中
に
取
り
壊

す
が
、
図
面
な
ど
を
残
す
た
め
調
査
を

行
っ
て
い
る
。

●
市
の
公
文
書
管
理
大
丈
夫
？

		

公
文
書
の
改
ざ
ん
問
題
が
発
生
し

て
い
る
が
、
市
の
公
文
書
管
理
の
不
正

防
止
対
策
は
。

		

個
人
情
報
の
取
扱
事
務
、
目
的
外

利
用
事
務
の
確
認
と
課
所
長
に
対
し
適

正
な
管
理
や
漏
洩
防
止
の
周
知
徹
底
を

図
っ
て
い
る
。

		

本
市
独
自
の
公
文
書
の
適
正
管
理
に

向
け
、新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
は
。

		

文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
・
導
入

し
、
起
案
か
ら
決
裁
、
保
存
、
廃
棄
ま

で
の
デ
ー
タ
管
理
を
し
て
い
る
。
文
書
検

索
も
情
報
公
開
請
求
に
対
応
で
き
る
体

制
を
構
築
し
て
い
る
が
、
国
が
進
め
て
い

る
I
C
T
や
A
I
等
の
先
進
技
術
等
、

日
々
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
も
進
化
す
る
の
で
、

市
民
も
職
員
も
利
用
し
や
す
い
ツ
ー
ル

を
今
後
も
研
究
し
て
い
き
た
い
。

		

文
書
管
理
規
程
で
は
な
く
、
公
文

書
管
理
条
例
制
定
の
考
え
は
。

		

文
書
管
理
規
程
を
条
例
化
す
る
ま

で
は
考
え
て
い
な
い
が
、
公
務
員
と
し

て
の
倫
理
の
確
立
や
保
持
の
観
点
か
ら

も
、
国
や
県
な
ど
の
動
向
等
を
注
視
し
、

今
後
も
情
報
収
集
に
努
め
た
い
。

●
「
諏
訪
の
国
」
ブ
ラ
ン
ド
進
展
中
！

		

観
光
ブ
ラ
ン
ド
・
新
た
な
観
光
ス

タ
イ
ル
の
展
開
は
進
ん
で
い
る
か
。

		

周
遊
ル
ー
ト
の
地
図
や
観
光
特
使

の
活
用
、
ウ
エ
ブ
や
S
N
S
に
よ
る
効

果
的
発
信
で
若
年
層
へ
の
訴
求
に
努
め

て
い
る
。
平
成
30
年
度
は
、
諏
訪
の
国

ブ
ラ
ン
ド
の
他
産
業
へ
の
展
開
を
考
え

て
い
る
。

●
諏
訪
地
域
の
子
ど
も
の
い
る
家
庭
の

生
活
状
況
は
大
丈
夫
？

		

県
が
実
施
し
た
子
ど
も
の
い
る
家

庭
の
生
活
実
態
調
査
の
結
果
は
。

		
県
で
も
諏
訪
地
域
で
も「
困
窮
家
庭
」

と
こ
れ
に
準
じ
る
「
周
辺
家
庭
」
が
調
査

対
象
家
庭
の
4
分
の
１
を
占
め
、
何
ら
か

の
経
済
的
困
難
さ
を
抱
え
て
い
る
。

諏
訪
市
文
書
管
理
規
程

平
成
14
年
３
月
28
日

訓
令
第
4
号

第
1
章　

総
則

第
1
条
（
目
的
）

第
2
条
（
文
書
の
取
扱
い
の
原
則
）

第
3
条
（
文
書
管
理
）

第
4
条
（
文
書
主
管
課
）

第
5
条
（
文
書
取
扱
責
任
者
の
設
置
及
び
職
務
）

第
6
条
（
文
書
補
助
員
の
設
置
及
び
職
務
）

第
7
条
（
伝
送
員
の
設
置
及
び
職
務
）

第
8
条
（
送
達
員
の
設
置
及
び
職
務
）

第
9
条
（
公
文
書
の
区
分
及
び
定
義
）

第
10
条
（
公
文
書
の
文
例
）

第
11
条
（
文
書
の
左
横
書
き
等
）

第
12
条
（
フ
ァ
イ
ル
基
準
表
）

第
13
条
（
記
号
及
び
番
号
）

第
14
条
（
文
書
の
年
度
）

第
15
条
（
部
外
者
に
対
す
る
文
書
の
貸
付
等
）

		

情
報
発
信
や
必
要
と
す
る
家
庭
へ

の
対
応
は
。

		

相
談
窓
口
を
利
用
す
る
こ
と
へ
の
抵

抗
感
や
、
相
談
す
る
方
法
が
わ
か
ら
な

い
困
窮
家
庭
も
あ
り
、
情
報
発
信
の
仕

方
や
支
援
の
あ
り
方
な
ど
検
討
し
た
い
。

●
諏
訪
市
・
諏
訪
圏
の
生
き
残
り
に
向

け
た
市
町
村
連
携

		

諏
訪
圏
の
市
町
村
は
、
少
子
高
齢

化
・
人
口
減
少
・
経
済
の
停
滞
な
ど
の

課
題
を
抱
え
て
い
る
。
※
2
0
4
0
年

問
題
も
あ
る
。
国
も
市
町
村
の
生
き
残

り
に
向
け
連
携
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

地
方
制
度
調
査
会
を
立
ち
上
げ
た
。
10

年
後
、
20
年
後
の
諏
訪
市
、
諏
訪
圏
の

生
き
残
り
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

※
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
人
口
が
最
大
と
な
る
時
期

		

諏
訪
市
の
生
き
残
り
と
い
う
発
想

で
は
な
く
、
諏
訪
圏
域
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
あ
り
方
に
責
任
を
も
つ
こ
と
が
大

切
。
諏
訪
圏
の
連
携
協
力
は
重
要
な
生

き
残
り
策
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
持
っ

て
い
る
。
国
の
制
度
を
視
野
に
入
れ
考

え
る
。

小松孝一郎
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広
域
連
合
や
一
部
事
務
組
合
の

連
携
事
業
は
法
規
制
が
あ
り
、
公
共
施

設
の
相
互
利
用
な
ど
住
民
サ
ー
ビ
ス
に

密
着
し
た
個
別
案
件
に
対
応
す
る
こ
と

が
難
し
い
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
や
個
別
事

業
に
対
し
て
柔
軟
に
対
応
し
て
ほ
し
い
。

●
諏
訪
市
公
設
地
方
卸
売
市
場
の
将
来

展
望
と
道
の
駅
構
想

			

公
設
市
場
の
現
状
は
。

		

売
上
高
は
ピ
ー
ク
時
の
22
％
。
青

果
は
1
/
3
、
水
産
物
は
1
/
10
。
築

40
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
著
し
い
。

		

昨
年
市
場
審
議
会
よ
り
市
場
の
あ

り
方
が
答
申
さ
れ
、
代
表
者
会
議
が
立

ち
上
が
っ
た
。代
表
者
会
議
の
方
向
性
は
。

		

市
場
存
続
を
前
提
に
民
営
化
を
含

む
運
営
形
態
を
検
討
す
る
。
6
月
に
市

場
法
が
改
正
さ
れ
規
制
が
大
幅
緩
和
さ

れ
た
。
改
正
市
場
法
を
含
め
検
討
す
る
。

		

市
場
法
が
改
正
さ
れ
直
接
販
売
も

可
能
に
な
っ
た
。
諏
訪
湖
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
の
計
画
も
あ

る
。
国
交
省
は
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
出

て
も
、
道
の
駅
に
立
ち
寄
れ
ば
高
速
料

金
を
継
続
す
る
モ
デ
ル
事
業
を
始
め
た
。

観
光
圏
諏
訪
と
し
て
公
設
市
場
に
道
の

駅
を
併
設
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

山田 一治

伊藤 浩平

		

各
々
の
採
算
性
に
加
え
、
そ
れ
を

含
め
た
運
営
主
体
を
探
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
市
場
と
切
り
離
し
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

		

道
の
駅
は
、
休
憩
所
、
情
報
発

信
基
地
、
近
隣
の
市
町
村
が
連
携
す
る

地
域
連
携
・
防
災
拠
点
の
機
能
を
あ
わ

せ
持
つ
。
一
般
に
駐
車
場
や
ト
イ
レ
は

道
路
管
理
者
（
県
）
が
、
建
物
は
運
営

主
体
が
設
置
す
る
。
諏
訪
市
の
活
性
化

に
向
け
検
討
さ
れ
た
い
。

●
市
民
の
要
望
に
よ
る
危
険
個
所
の
整

備
・
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
？

		

立
石
公
園
付
近
の
道
路
内
の
落
石

へ
の
対
応
は
。

		

市
道
を
管
理
す
る
立
場
と
し
て
、

落
石
の
危
険
性
が
あ
る
状
況
は
対
応
が

必
要
と
考
え
て
お
り
、
当
該
個
所
に
つ

い
て
は
、
現
地
と
土
地
所
有
者
の
確
認

を
行
い
、
対
応
し
て
い
く
。

		

上
川
上
流
の
安
国
橋
付
近
で
宮
川

に
分
離
さ
れ
る
「
と
り
こ
ぼ
し
川
」
に

つ
い
て
は
。

		

「
と
り
こ
ぼ
し
川
」
は
県
が
管
理
し

て
い
る
が
、
宮
川
下
流
域
と
な
る
文
出

地
区
か
ら
も
適
切
な
管
理
を
し
て
ほ
し

い
と
の
要
望
が
出
て
お
り
、
諏
訪
建
設

事
務
所
か
ら
は
、「
一
級
河
川
宮
川
と
一

級
河
川
と
り
こ
ぼ
し
川
の
分
岐
点
に
つ

い
て
は
、
計
画
流
量
が
適
切
に
配
分
さ

れ
る
よ
う
維
持
管
理
に
努
め
て
い
く
」

と
の
回
答
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後

も
両
河
川
の
流
化
能
力
等
に
配
慮
い
た

だ
き
、
引
き
続
き
適
正
な
管
理
を
し
て

い
た
だ
く
よ
う
県
に
要
望
し
て
い
く
。

		

西
山
地
区
の
河
川
等
は
小
さ
く
、

諏
訪
湖
へ
の
流
入
量
が
少
な
い
。
湖
周

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
、
矢
板
の
撤
去
に

よ
る
伏
流
水
の
流
入
を
考
慮
し
て
ほ
し

い
。
県
へ
働
き
か
け
を
し
て
ほ
し
い
。

		

矢
板
や
護
岸
の
伏
流
水
へ
の
影
響

に
つ
い
て
は
、
県
で
調
査
を
進
め
て
い

る
と
の
こ
と
。
結
果
が
出
た
と
こ
ろ
で

広大な公設市場の一部

対
策
が
必
要
か
ど
う
か
聞
き
、
適
正
な

改
修
が
行
わ
れ
る
よ
う
市
と
し
て
も
要

望
し
て
い
く
。

		

各
河
川
の
土
手
の
草
刈
り
の
協
力

依
頼
を
。

		

上
川
の
河
川
敷
内
の
整
備
は
、
渋

崎
・
赤
沼
区
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
関
係

者
等
が
行
っ
て
お
り
、
環
境
改
善
へ
の

取
り
組
み
に
市
と
し
て
も
感
謝
し
て
い

る
。
各
河
川
等
に
つ
い
て
、
関
係
地
区

の
方
々
等
に
環
境
改
善
に
取
り
組
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

●
来
年
度
よ
り
部
活
動
の
外
部
指
導
員

制
度
実
施
へ

		

来
年
度
以
降
の
部
活
動
の
外
部
指 整備された上川河川
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森山 博美

導
員
の
採
用
に
つ
い
て
の
検
討
状
況
は
。

		
部
活
動
の
外
部
指
導
員
制
度
は
来

年
度
4
月
1
日
か
ら
始
ま
る
の
で
、
本

年
度
中
に
制
度
の
要
綱
を
作
成
・
周
知

し
、
人
選
を
進
め
て
い
る
。
資
格
よ
り

経
験
や
人
格
見
識
を
尊
重
し
、
公
募
は

避
け
て
、
関
係
者
や
信
頼
で
き
る
人
か

ら
の
情
報
で
選
任
し
た
い
。
制
度
の
中

に
は
研
修
も
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
。

指
導
員
も
部
活
動
の
顧
問
と
な
り
、
今

後
は
教
員
と
協
力
し
な
が
ら
役
割
分
担

を
決
め
て
い
く
。

●
公
立
諏
訪
東
京
理
科
大
学
へ
看
護
学

部
創
設
の
考
え
は

		

長
野
赤
十
字
看
護
専
門
学
校
は

2
0
2
2
年
3
月
末
で
閉
鎖
す
る
。
諏

訪
赤
十
字
看
護
専
門
学
校
は
ど
う
な
る

の
か
。

			

諏
訪
赤
十
字
病
院
で
は
、
当
面
は

専
門
学
校
と
し
て
看
護
師
養
成
の
充
実

を
期
す
る
と
し
て
い
る
。
市
と
し
て
も
看

護
師
養
成
の
重
要
性
を
強
く
認
識
し
て

お
り
、
今
後
も
協
議
に
参
加
し
て
い
く
。

		

全
国
的
に
看
護
専
門
学
校
の
大
学

化
は
進
ん
で
い
る
。
例
え
ば
公
立
諏
訪

東
京
理
科
大
学
の
看
護
学
部
を
創
設
し
、

同
時
に
市
内
へ
の
サ
テ
ラ
イ
ト
学
部
の

設
置
な
ど
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

今後も適切な管理を

地域にとって重要な看護師の養成機関 
諏訪赤十字看護専門学校

		

大
学
の
学
部
等
の
検
討
委
員
会
に

お
い
て
、
現
段
階
で
は
分
野
の
異
な
る

医
療
系
の
看
護
学
部
創
設
は
検
討
さ
れ

て
い
な
い
。
今
後
、
大
学
の
一
部
事
務

組
合
を
通
じ
て
検
討
の
場
へ
繋
が
せ
て

も
ら
う
。

●
国
道
20
号
諏
訪
バ
イ
パ
ス
整
備
後
の

ま
ち
づ
く
り
の
検
討
が
必
要
で
は

		

バ
イ
パ
ス
が
整
備
さ
れ
た
後
の
周

辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
ど
う
あ
る

べ
き
な
の
か
、
住
民
と
話
し
合
っ
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
か
。

		

バ
イ
パ
ス
整
備
に
よ
り
良
好
な
ま

ち
づ
く
り
が
さ
れ
た
例
は
各
所
に
あ
る
。

現
在
は
具
体
的
な
ル
ー
ト
や
構
造
が
示

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
の
公
表
、

進
捗
に
応
じ
て
ま
ち
づ
く
り
を
地
域
に

提
案
し
て
い
き
た
い
。

●
2
0
2
7
年
に
長
野
に
国
体
が
や
っ

て
く
る
！！

		

2
0
2
7
年
に
長
野
県
で
再
度
国

体
が
開
催
さ
れ
、
し
か
も
夏
冬
の
ダ
ブ

ル
国
体
に
な
る
と
聞
い
た
。
前
回
は
、

諏
訪
湖
で
ヨ
ッ
ト
競
技（
現
在
で
は
セ
ー

リ
ン
グ
競
技
）
を
開
催
し
た
。
現
状
の

諏
訪
湖
の
状
況
で
実
施
で
き
る
の
か
。

		

2
0
2
7
年
の
長
野
国
体
に
つ
い

て
は
、
現
在
各
競
技
会
場
の
選
定
作
業

が
始
ま
っ
て
い
る
。
7
月
に
県
が
各
市

町
村
と
県
レ
ベ
ル
の
競
技
団
体
に
希
望

調
査
を
実
施
し
、
結
果
を
も
と
に
調
整

を
行
っ
て
い
る
。
第
１
次
の
選
考
は
10

月
頃
に
行
わ
れ
る
予
定
。
諏
訪
市
で
は
、

セ
ー
リ
ン
グ
競
技
と
軟
式
野
球
の
希
望

を
提
出
し
て
い
る
。

		

ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
の
整
備
管
理
に

つ
い
て
は
。

		
「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
や
、
県
の

「
諏
訪
湖
創
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
も
と
に
今
後

整
備
や
利
活
用
を
進
め
る
中
で
、
引
き
続

き
適
切
な
管
理
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

●
災
害
に
遭
っ
て
、
母
子
手
帳
を
失
く
し

た
時
の
我
が
子
の
記
録
は
大
丈
夫
？

		

予
防
接
種
の
記
録
管
理
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

		

現
在
の
予
防
接
種
等
の
情
報
管
理

は
、「
健
康
カ
ル
テ
」
と
い
う
シ
ス
テ
ム

で
情
報
セ
ン
タ
ー
が
管
理
し
、
定
期
的

に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
て
お
り
、
情
報

は
確
実
に
管
理
さ
れ
て
い
る
。

			

ア
プ
リ
導
入
の
考
え
は
。

		

予
防
接
種
の
多
さ
、
年
齢
や
接
種

間
隔
が
複
雑
で
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理

は
保
護
者
の
負
担
に
な
っ
て
い
る
。
電

子
母
子
手
帳
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
紙
母

子
手
帳
の
補
完
的
な
も
の
で
、
今
後
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
の
安
全
性
や
機
能

な
ど
が
向
上
す
れ
ば
、
保
護
者
の
負
担

軽
減
に
な
る
と
考
え
る
。
導
入
に
関
し

て
研
究
し
て
い
く
。
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平成30年第3回（8月）臨時会　報告

＼湖周３市町、合併協議会設置に関する議案を否決／

　平成30年第３回（８月）臨時会が８月20日（月）に開催され、岡谷市、諏訪市及び
下諏訪町の合併協議会の設置議案について、諏訪市議会は賛成少数で否決となりました。

◎議案第 47 号　岡谷市・諏訪市・下諏訪町合併協議会の設置について
○議案の内容

本年６月 29 日に、岡谷市、諏訪市及び下諏訪町の合併協議会設置の請求がなされたことを
受け、設置の有無について議会の議決を求められたもの。

○討　論 議案に対して

 反対 突然の話で、市民は十分に理解していない

という認識。現在できることは、広域連合や市町

村間の相互理解をより深めることであり、２市１

町の合併は時期尚早。

 反対 過去の合併協議の経過やアンケートの結果

が生かされていない。住民発議の署名を集める前

に合併についての情報提供・告知も行っておらず、

やみくもに 50 分の１の署名を集めたのは住民不

在である。

 反対 請求代表者の意見等を聞いてもビジョンが

見えてこない。どう暮らしが変わっていくか明ら

かになっていない部分がある。

 賛成 このまま何もせずに放っておいても前に進

まない。今後人口減少、介護問題なども深刻化し

てくる。協議会を設置して議論をしてほしい。

 賛成 諏訪湖を中心に３分化されている公共交通

機関や公共施設が１つになると解決することがあ

る。６市町村合併への思いは強いが、地域性や問

題点の共通意識では湖周の２市１町が最も近く、

課題の共有もできるので、まずは２市１町での合

併が必要。

 賛成 将来を考えて合併や地域連携を検討すべき。

合併協議会は、合併に関するあらゆる事項につい

て検討できる。今現在そのような場は極めて少な

いので、協議会は必要である。
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清

議

決

結

果

議
案 47

岡谷市・諏訪市・下諏訪
町合併協議会の設置につ
いて

× × ○ ○ × ○ ○ × ○ × × × × × 否
決

賛成・・・○　　反対・・・×
なお、議長（金子喜彦）は、採決には加わりません。
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審議結果

区分
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議決結果

議案 48 諏訪市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について × ○ 欠
席○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可決

認定議案
1 平成 29 年度諏訪市一般会計歳入歳出決算認定について × ○ 欠

席○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 認定

2 平成 29 年度諏訪市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について × ○ 欠
席○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 認定

《全会一致とならなかった提出案件審議結果と各議員の賛否一覧》

《全会一致で可決・採択された案件（一部採択を含む）》

賛成…○　反対…×　　※なお、議長（金子喜彦）は、採決には加わりません。

■報　　告　第  5  号　平成 29 年度決算に基づく財政健全化判断比 
 率及び公営企業資金不足比率の報告について
■同　　意　第  4  号　教育委員会委員の任命について  
■諮　　問　第  2  号　人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求  
 めるについて
■議　　案　第 49 号　諏訪市総合福祉センター条例の一部改正に  
 ついて
　　　　　　第 50 号　財産の譲与について
　　　　　　第 51 号　平成 29 年度諏訪市水道事業会計利益の処分  
 　　　　　　及び決算の認定について
　　　　　　第 52 号　平成 29 年度諏訪市温泉事業会計利益の処分  
  及び決算の認定について
　　　　　　第 53 号　平成 29 年度諏訪市下水道事業会計利益の処  
 分及び決算の認定について
 　第 54 号　平成 30 年度諏訪市一般会計補正予算（第２号）
　　　　　　第 55 号　平成 30 年度諏訪市国民健康保険特別会計補正
 予算（第２号）
　　　　　　第 56 号　 平成 30 年度諏訪市一般会計補正予算（第３号）

■認定議案　第  3  号　平成 29 年度諏訪市霧ヶ峰リフト事業特別 
 会計歳入歳出決算認定について
　　　　　　第  4  号　平成 29 年度諏訪市奨学資金特別会計歳入 
 歳出決算認定について
　　　　　　第  5  号　平成 29 年度諏訪市公設地方卸売市場事業 
 特別会計歳入歳出決算認定について
　　　　　　第  6  号　平成 29 年度諏訪市駐車場事業特別会計 
　 歳入歳出決算認定について 
　　　　　　第  7  号　平成 29 年度諏訪市後期高齢者医療特別 
 会計歳入歳出決算認定について
■議員議案　第  4  号　諏訪市の地酒による地域振興・乾杯条例 
 を定めるについて
　　　　　　第  5  号 意見書の提出について（国に対する私立 
 高校への公費助成に関する意見書）
　　　　　　第  6  号　意見書の提出について（長野県に対する 
 私立高校への公費助成に関する意見書）
■陳　　情　第 48 号　 私立高校に対する公費助成をお願いする 
 陳情書

1人

　去る７月18日に第１回
議会だよりモニター連絡会
議が行われ、新たなモニ
ターの皆様に委嘱状をお渡
ししました。１年間よろし
くお願いいたします。

モ議会だより 二 タ ー 通 信
■第73号のアンケート結果は以下のとおりです。

良い 普通 あまり良くない 良くないまあ良い

・市民を念頭に置いて、議会努力をわかりやすく伝
えようという熱意が伝わってくる。その成果が見
られてきていると思う。
・表紙は議会の臨場感が伝わってきて好感が持てる。
・議会質問の「見出し」が「～について」など形骸化
していて、魅力に欠ける。
・議員の顔写真が選挙ポスターと同じ。毎号変わら
ずマンネリ化。定期的に変えてもいいのでは。
・限られた予算・紙面でたくさんの情報を提供する
難しさを感じるが、総花的。
・格段に進化。しかし、依然興味を持つ人が少ない。

ご意見・ご提案

問1. 本誌の内容はわかりやすいと思いますか。

5人

2人

2人

4人 9人

1人

1人

1人

問2. 表紙や見出しについてのイメージはいかがですか。

問3. 紙面構成、レイアウトはいかがですか。

問4. 写真や図の使い方はいかがですか。

8人

8人

10人

3人

モニター議会の様子
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　諏訪市議会では8月23日に意見交換会を開催し、昼の部20名・夜の部19名の市民の方にご

参加いただきました。議会基本条例は、開かれた議会を目指し、議会のあり方を明確にして市民

に公表するものです。

　条例案説明後、市民と議員は3グループに分かれ意見を交換しました。

　市民の皆さんからは「これまでの改革が条例に総括されているが、もっと市民に周知して」、

「市民が議会に関心を持てるよう、様々な分野で市民の声を聞いてほしい」等々、多くの意見が出

されました。

　今後、いただいたご意見等を参考に精査し、12月定例会で議員議案として提出する予定です。

　諏訪市議会では皆さんの傍聴をお待ちしてい
ます。ご希望の方は、本会議当日諏訪市役所議会
棟２階の議会事務局窓口までお越しください。ま
た、その際にアンケートをお配りしていますの
で、ご協力をお願いします。

12月定例会のテレビ中継日程予定

月　日 会　　議

提案説明

代表・一般質問

一般質問

一般質問

委員長報告、採決

11月26日（月）

12月 3 日（月）

12月 4 日（火）

12月 5 日（水）

12月12日（水）

※中継日程は、変更になる場合があります。

　議会に対して陳情書等を提出することがで
きます。ご意見や要望がある方は、議会に文
書でご提出ください。締切りは11月16日
（金）正午までです。提出方法など、詳しくは
お問い合わせください。
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お問い合わせ：諏訪市議会事務局　〒392-8511　長野県諏訪市高島 1-22-30
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議会を傍聴しましょう！

議会に参加しましょう

議会基本条例策定に向け市民意見交換会を開催!!議会基本条例策定に向け市民意見交換会を開催!!

請願・陳情を出しましょう！

12月定例会は、11月26日（月）招集予定です
詳しい日程は、招集日のおよそ2日前に決定する予定です。

議会
TOPIC

S

　本会議の様子は、LCVの「かりんちゃんね
る」で生中継しているほか、過去の映像を
YouTubeにアップしています。下のQRコー
ドを読み込むと、動画一覧ページに移動しま
すので、ぜひご覧ください。ま
た、本会議の会議録は、図書
館、市役所ロビー、ホームペー
ジ、議会事務局で閲覧すること
ができます。

議会をテレビ・パソコンでみましょう！

諏訪市議会




